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熊本大学政策創造研究教育センターでは、社会人のキャリアアップ・人材育成を目的として、

「インストラクショナルデザイン (1D)入門講座jを2014年度は東京、大阪、名古屋の 3会場

で実施した。 3会場での受講者は119名で、医療関係者と大学関係者が多数を占めた。講座に対

する満足度は高く、教育の効果や効率、魅力を向上させるための実践的な方法を学びたいという

受講者のニーズに応えることができた。また、熊本大学の知見を積極的に学外に還元していく公

開講座の取り組みに対して、肯定的な評価を得た。一方、課題点として、グループワークや講師

との議論の時間の確保、講義資料の事前配布、インターネットからの遠隔地での参加等の要望が

寄せられた。 2015年度は東京と大阪、名古屋に加え、福岡でも公開講座を開催する予定である。

今後も受講者の要望に応え、社会人が学びやすい環境を構築することで、学びの機会を広く提供

し、社会人のキャリアアップ、人材育成に貢献していきたいと考える。

1 .はじめに

熊本大学政策創造研究教育センタ一生涯学習教育部門では、社会人のキャリアアップ・

人材育成を目的とした公開講座を主に熊本大学内で実施してきたが、広く社会貢献するこ

とをめざして、 2011年より県外の東京、大阪、名古屋で順次公開講座を開催してきた。 4

年目の2014年は 3会場で119名の社会人が受講した。講座の概要、受講生のニーズ、プロ

グラムの構成、講座への感想・コメント、および今後の展開について報告する。

2 .公開講座「インストラクショナルデザイン(10)入門編Jの概要
公開講座の目的と内容、講座に対する受講者のニーズ、当日のプログラムを紹介する。

(1)講座の概要

東京、名古屋、大阪の 3ヶ所で、以下の内容で公開講座を実施した。

講座名:rインストラクショナルデザイン(1 D)入門編」
開催日時:2014年11月8日(土) 名古屋、 11月9日(日) 大阪、 11月16日(日) 東京

いずれも 9: 30--16 : 30 

講 師:鈴木克明(大学院社会文化科学研究科教授システム学専攻教授)

都竹 茂樹(政策創造研究教育センター 教授)
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平岡斉士（大学院社会文化科学研究科教授システム学専攻准教授）

森田晃子（サンライトヒューマンTDMC株式会社代表取締役）

対象者：．効果的な教育手法を学びたいと思っている方

・教育を企画・デザイン・運営している方

・自身の教育法について悩んでいる方

・学校教育関係者、企業内の教育部門の方、医療人育成担当の方など教育・

人材育成に携わっている方

講座の目的：教育・研修をより効果的・効率的・魅力的にするための方法論であるインス

トラクショナルデザイン（以下、ID)の中から、学習者を動機づけるため

の手法や、学習者の学びを支援するための働きかけに関する理論を事例とと

もに学び、課題の解決策の糸口をつかむ。ワークショップにおいては、課題

の解決策、教育デザインの改善案を検討し、専門家たちとのディスカッショ

ンの中から実践的なIDの活用法を学ぶ。

周知方法：政策創造研究教育センターのホームページ、講師・関係者のFacebook，ID

に関するポータルサイト「IDマガジン」のホームページ、教育関係者のメー

リングリスト、教授システム学専攻同窓会のメーリングリスト

(2)受講者のニーズ

1）受講者の内訳

受講者の総計は119名であった。各会場の受講者数は以下の通りである
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各会場の受講者の職種を示す（図－1～3)。医療系職種への従事者（医師、看護師、保

健師、管理栄養士など）と大学関係者（教員、職員など）が、各会場で受講者全体の70％

を越え、多数を占めた。

また、受講者全体の年齢別の割合を示す（図－4）。40代が全体の40%と最も多く、次い

で30代、50代の受講者が多かった。
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図－4受講者全体の年齢別割合

2）講座に対するニーズ

受講者のニーズに適切に対応する目的で、講座に期待することや要望に関するアンケー

ト調査を事前に実施した。受講動機に関する代表的なコメントを以下に記す。多様な背

景を持つ参加者から、「教育の効果や魅力を向上させるための実践的な方法を学びたい」

という声が多く寄せられた。

●

教員・講師として実践している授業や研修を見直したい

キャリアアップのためにIDの知識を身につけたい

eラーニングを効果的に授業へ導入する方法を知りたい

教育効果の測定方法を知りたい

学習意欲を引き出すための方法を知りたい

職場での実践的な能力の向上を図る効果的な研修方法を教えて欲しい

自己学習を効果的にしてもらう方法を知りたい

学習者の主体的な学びを促進させる方法を知りたい

教師教育を効果的に進めるための方法が知りたい

限られた時間の中で効率的に、学習効果をあげる方法が知りたい

熊大大学院社会文化科学研究科教授システム学専攻について詳しく知りたい
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(3)プログラム構成

全体のタイムスケジュールを示す（表－1）。講義で基礎的な知識を習得した上で、グルー

プ活動や講師とのディスカッションを通じて、実践的にIDを学べるよう構成した。

具体的には、午前は座学中心とし、ID理論の基礎的な知識に関する講義および講師と

の質疑応答を行った。午後は午前中に学んだ知識を活用し、グループでの事例検討を実施

した。事例検討では、講師が提示した生活習'慣病対策と企業内教育、高等教育の事例につ

いて、教育・研修を魅力的にするための方策をグループで議論するワークを実施した。各

グループは5～6人の受講者が一組で構成し、学習意欲を高めるためのアイデアを付菱に

書き出しながら、議論を進めた。議論の結果は、各グループの代表者が発表した。講師と

のディスカッションを通して、学習意欲を高めるための具体的な方策やポイントを会場内

で共有した。

表－1タイムスケジュール

開始 終了 内容

10：00 io:io オープニング

10 10 10 15 事前テスト

10 15 11 10 講義（導入編）

11 10 11 15 参加者同士（2名）でディスカッション

11 15 11 30 Q&A

11 30 11 45 休憩

11 45 12 00 講義(ARCSモデル）

12 00 12 20 講義（ガニエの9教授事象）

12 20 12 30 参加者同士（2名）でディスカッション

13 30 14 50 事例1（受講者5，6名によるグループワークを含む）

14 50 14 55 休憩

14 55 15 50 事例2（受講者5，6名によるグループワークを含む）

15 50 15 55 事後テスト

15 55 16 20 振り返り、Q&A

16：20 16：30 受講証書授与＆アンケート記入

写真①グループワークの様子 写真②講義の様子
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3．受講後の評価

公開講座終了時のアンケートから、講座の満足度と魅力、課題点の3つの観点で実施し

た受講者評価について報告する。

(1)満足度

各会場での講座に対する満足度を調査した結果を示す（図－5～7)。いずれの会場でも、

｢大変満足した」「満足した」の2つの回答の合計が90%以上を占めた。

ロ1大変満足した

国2満足した

■3

04

どちらともい
えない

不満足

回5大変不満足

図－5満足度（東京）

□1大変満足した

図2満足した

■3どちらともい

えない

m4不満足

団5大変不満足

図－6満足度（大阪）

ロ1大変満足した

国2満足した

■3

町4

どちらともい

えない

不満足

回5大変不満足

図－7満足度（名古屋）
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(2)魅力

公開講座の魅力について、自由記述式で回答を求めた。IDについて実践的に学ぶこと

ができる、グループワークを通じて、教育に関する同様の悩みを持つ方や異業種の受講生

と交流できる、熊本に行かなくても講座を受講できる、安価かつ短時間でIDのエッセン

スが学べる、IDを専門的に学べる教授システム学専攻の教育を知ることができる等が、

意見として挙げられた。代表的な意見を表－2に記す。

意見の種類

学習内容

グループワーク

場所の利便性

時間とコスト

熊本大学大学院

教授システム学

専攻の活動

その他

表－2公開講座の魅力に関する代表的な意見

コメント

IDの学習ができたこと。

教育デザインについて新たな知識とその方法を少人数で学ぶことができ
る0

システム的な教育を学べるところが魅力。

教授法に特化したその道のスペシャリストから直接話を聞ける点。

IDの復習ができた。活用方法について実践できた。

現在の悩みを解決するイメージが持てる（学ぶことで終わらず現場で使
える)。

仕事で実践していきたいと考えていることを学ぶことができた。

自分と違う分野の立場の人と話せた。

いろいろなジャンルの方々から話がきける。

他職種の方々の話が聞ける。

同じ悩みを持つ者同士で意見交換できる。

東京でも受講できること（わざわざ行かなくても)o他ではやっていな
い講座を受講できる。

熊本まで行かなくてよい点。

地方大学特有のコンテンツのエッセンスを首都圏にいながら得ることが
できること。

コンパクトに要点を押さえた内容と活動。

短期間で、気軽に学べる。

手頃な値段で他にはない内容を学べること（他にはあるかもしれないけ
ど、探しにくい、入手しづらい)。

学び始めたばかりで、集中講座という点が魅力的だった。休日を利用し
て一日集中学習できた点がとてもよかった

教授システム専攻で具体的にどのようなことが教授されているのかを知
ることができる。

教授システム学を唯一指導している熊本大学の知見が学べる点。

活気があるところ。

発展性を感じさせること。

講師陣にIDの実績がある。
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(3)課題点

公開講座の課題点について、自由記述式で回答を求めた結果を記す。公開講座の活動内

容については、グループワークや講師との議論の時間の不足が挙げられた。また、講義資

料の事前配布や遠隔地からのインターネットによる参加等の要望が寄せられた。その他、

代表的な意見を表－3に記す。

表－3公開講座の課題点に関する代表的な意見

意見の種類 コメント

グループワークの時間がもう少しあるとよかった。

一回の受講者数を減らして、講師とディスカッション出来る時間を増や

して欲しい。

活動内容
人数が多いので開催回数を調整してほしい。

時間が不足。限られた時間内とは分かるが、グループでデイスカッショ

ンしたことが中途半端になり、もったいない。

もう少し時間をかけてワークなどに取り組みたい。

IDを使って、事例をもっと共有していただければ有難い。

事前にタイムスケジュールや講義内容を知らせて欲しい。

講義資料 事前資料があると取り組みやすい（資料の理解に時間がかる)。

講義のPPT資料を共有して欲しい。

遠隔地での参加ができるようにして欲しい（映像の配信など)。

遠隔地での参加 遠方のため、地方での開催やウェブ上での開催を希望します。

インターネットによる参加もできるようにして欲しい。

申し込み方法 インターネット申込の仕方が少し分かりにくかったです。

広報 Facebookなどで情報をシェアしやすいと良いかもしれません。

土曜の方がうれしいです。

今回は、研修などスキルが明解なものがモデルとして設定されていまし

その他 た。思想系大人数講義についても触れて欲しいです。

時間内にうまくまとめられていて、やり方も適切、特に改善点はなし。

今回初めてで特段なし。

4．今後の展開に向けて

本稿では、2014年度に東京と大阪、名古屋の3会場で実施した公開講座「インストラク

ショナルデザイン(ID)入門」について報告した。講座の満足度は高く、「IDの概要

を学ぶことができた」「現在の悩みを解決するイメージが持てる」といった．メントのよ

うに、教育の効果や魅力を向上させるための、実践的な方法を学びたいという、受講者の

ニーズを満たすことができた。また、講座の魅力として「熊本大学でしか学べないコンテ

ンツを首都圏にいながら得ることができること」「教授システム学を指導している熊本大

学の知見が学べる点」が挙げられているように、熊本県外における公開講座の積極的な展

開に対して、肯定的な評価を得た。

一方で、グループワークや専門家とのディスカッションの時間の確保、講義資料の事前

配布、遠隔地からのインターネット参加等の要望が寄せられた。
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る予定である。今後

学びの機会を広く提

2015年度は東京と大阪、名古屋に加え、福岡でも公開講座を実施する予定である。

も受講者の要望に応え、社会人が学びやすい環境を構築することで、学びの機会をル

供し、社会人のキヤリアアップ、人材育成に貢献していきたいと考える。

INTRODUCTORYCLASSOFINSTRUCTIONALDESIGN(ID)

-IMPLEMENTATIONREPORT-

ShigekiTSUZUKU,KeiAMANO,AkikoMORITA,

NaoshiHIRAOKA,KatsuakiSUZUKI

KumamotoUniversity,centerforpolicystudiesheld"InstructionalDesignworkshopforbeginner"

ashumanresourcedevelopmentinTokyo,NagoyaandOsaka.Thepurposeoftheworkshopswas

tointroducethepracticalmethodsforimprovingtheeffect,efficiencyandattractionofeducation

andtraining.119peopleattendedtheworkshopsandmostofthemwerefrommedicalorhigher

educationalfields.Accordingtothequestionnaire,mostofthemweresatisfiedwiththeworkshops.

Incontrasttoaffirmativeresponse,thereweresomerequestsforimprovementssuchasdifferences

ofthequalityoffacilitatorsandgroupwork,anddemandforpriordistancelearning.Inthenext

year,wewillalsoholdaworkshopinFukuoka.
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